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　赤沢文治は、文化１１（１８１４）年、今の浅口市金光町占見の農家の次男に生まれました。

１２才で今の金光町大谷の農民川手家の養子となりますが、養父の遺言で赤沢姓に変え、家

を継ぎました。

　実直で勤勉であったため、家運は向上し、社会的信用も得ましたが、家族の死が続くなど

の苦難に遭い、自身も４２才のとき「のどけ」というのどの大きな病気にかかり、死に直面

しました。その時に、新たな神と出会い、そこから独自の信仰生活を始めることとなりました。

　当時、たたり神とされていた金神を地の神とし、民間信仰の神々をまとめた「天地金乃神」

の命により、安政６（１８５９）年に人の願いを神に祈り、神の願いを人に語るという取次

の仕事を始め、残りの半生を信仰に捧げました。

　自分の伝記である『金光大神御覚書』をはじめ、『お知らせ事覚帳』などを書いています。

金光教は、天理教、黒住教とともに幕末三大新興宗教にあげられます。

活躍した年：
１８１４～１８８３年

活躍した分野：

宗教家

ゆかりのある場所：

・金光教祖ご生家
・立教聖場
・小野家庄屋跡
・金光教本部
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